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井
佐
知
子
著

徽
州
商
人
の
研
究

鈴

木

博

之

本
書
は
、
著
者
の
白
井
佐
知
子
氏
が
一
九
八
九
年
以
降
護
表
し
て
き
た
徽

州
研
究
の
成
呆
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
近
代
史

の
研
究
を
進
め
て
い
た
筆
者
が
徽
州
に
闘
心
を
持
っ
た
の
は
、
清
末
の
軍
機

大
臣
潜
世
恩
と
そ
の
姻
族
で
あ
る
迂
氏
が
、
何
れ
も
蘇
州
に
移
住
し
て
き
た

徽
州
商
人
の
後
育
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
本
書
は
著
者
の
十
五
年

に
及
ぶ
徽
州
研
究
の
経
過
報
告
書
と
い
え
よ
う
。

一
九
八

0
年
代
以
降
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
徽
皐
研
究
は
四
年
世
紀
を

経
て
、
内
外
共
に
か
な
り
の
蓄
積
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も

肢
に
本
書
と
同
じ
叢
書
か
ら
、
中
島
楽
章
・
熊
遠
報
氏
の
著
書
が
上
梓
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
持
っ
た
徽
血
学
研
究
の
成
果
が
出
揃
っ
た
と
い

〈

1
)

え
よ
う
。
先
ず
、
本
書
の
構
成
と
要
約
に
引
き
績
い
て
若
干
の
感
想
を
述
べ

る
こ
と
と
し
た
い
(
括
弧
内
の
数
字
は
各
章
の
基
に
な
っ
た
論
文
の
刊
行
年

で
あ
る
。
各
章
の
日
次
は
省
略
し
た
)

0
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序
章

第
一
部

徽
州
と
徽
州
研
究
(
一
九
九
七
)

徽
州
尚
人
と
そ
の
商
業
活
動

」

第
一
章
一
同
業
と
商
人
の
歴
史
的
位
置
(
一
九
九
七
)

第
二
章
尚
業
活
動
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
一
九
九
一
・
九
七
・
九
九
)

第
三
章
徽
州
迂
氏
の
移
動
と
商
業
活
動
(
一
九
九
三
)

(
補
論
)
徽
州
商
人
と
近
江
商
人
の
商
業
倫
理
比
較
(
一
九
九
九
)

第
二
部
徽
州
に
お
け
る
典
常
と
典
首
業
経
管

第
四
章
徽
州
に
お
け
る
典
首
(
書
き
下
ろ
し
)

第
五
章
典
常
業
経
管
と
利
盆
配
分
(
書
き
下
ろ
し
)

|
|
「
清
康
照
三
十
六
年
徽
州
程
氏
廃
盤
存
牧
支
線
帳
」

(
康
照
三
十
七
至
四
十
年
)
を
資
料
と
し
て
|
|

第
三
部
徽
州
に
お
け
る
宗
族
関
係

第
六
章
山
市
族
の
掻
大
組
織
化
の
様
相
|
|
「
掻
大
系
統
型
」
族
譜
の
編

纂
|
|
(
二

0
0
0
)

徽
州
に
お
け
る
品
中
継
と
身
分
関
係
(
一
九
九
六
)

徽
州
に
お
け
る
家
主
芹
分
割
(
一
九
九
五
)

第
七
章

第
八
章

全
岨
胞
で
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
愛
表
順
で
二
一
円
、
え
ば
第
一
部
の
二
・
一
一
一

六
早
が
徽
州
商
人
の
移
動
と
活
動
を
扱
っ
た
も
の
で
最
も
早
く
、
そ
の
後
、
第

」
一
部
の
承
纏
や
家
主
性
分
割
を
釘
象
と
し
た
も
の
に
績
き
、
第
二
部
は
近
年
著

者
が
進
め
て
い
る
徽
州
文
書
研
究
の
成
果
と
い
え
る
。
基
に
な
っ
た
論
文
が

あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
か
な
り
の
加
筆
と
訂
正

が
加
え
ら
れ
て
全
腫
と
し
て
の
整
合
性
が
計
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
簡
潔
に

各
章
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

序
章
で
は
、
秦
代
か
ら
明
代
ま
で
の
徽
州
の
沿
革
と
こ
れ
ま
で
の
徽
州
研
究

の
現
状
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
『
新
安
名
族
志
』
に
記
載
の
あ
る
六
十
六

姓
の
移
住
時
期
を
調
べ
る
と
、
四
世
紀
(
西
耳
目
)
の
永
嘉
の
乱
と
九
世
紀
(
唐

十

「
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代
)
の
黄
山
呆
の
乱
の
二
つ
の
波
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
陪
末
の
迂
華
の
起
兵
と

唐
へ
の
服
属
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
の
管
轄
に
入
り
、
そ
の
後
、
宋
末
や
元

未
明
初
期
の
大
量
移
住
と
、
明
代
中
期
以
降
の
他
地
域
へ
の
客
商
と
し
て
の

移
住
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
徽
州
研
究
の
意
義
を
そ
の
豊
宵
な
資
料

を
地
域
研
究
だ
け
で
は
な
く
底
域
研
究
に
も
庭
用
で
き
る
貼
に
求
め
て
い
る
。

第
一
部
は
、
徽
州
商
人
の
活
動
と
特
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
で
は
、
中
国
に
お
け
る
ー
尚
業
の
溌
展
が
、
従
来
の
「
重
農
軽
商
」

「
曲
反
本
商
末
」
思
想
に
輿
え
た
影
響
を
考
察
し
て
い
る
。
明
清
時
代
に
は
農

と
工
商
は
封
等
で
あ
る
と
い
う
認
識
や
土
よ
り
も
商
業
を
奨
励
す
る
事
例
も

見
ら
れ
、
利
盆
を
追
求
し
て
官
同
を
得
る
こ
と
白
躍
に
は
何
ら
倫
理
的
問
題
は

な
い
と
い
う
確
信
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
徽
州
商
人
は
子
弟
の
科

挙
の
受
験
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
外
地
に
居
住
す
る
尚
人
に
も
豚
息
子
や
府

皐
へ
の
受
験
資
格
を
認
め
る
も
の
が
、
明
代
に
設
置
さ
れ
た
「
商
籍
」
で
あ

る
。
た
だ
、
雨
准
盤
の
中
心
地
で
あ
っ
た
揚
州
に
お
い
て
「
商
籍
」
の
設
置

が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
侠
西
・
山
西
商
人
で
あ
り
、
徽
州
は
同
じ
南
直
隷

|
|
清
初
に
は
江
南
省
ー
ー
に
属
し
て
い
た
た
め
に
認
め
ら
れ
ず
、
受
験
資

格
を
得
る
た
め
に
は
杭
州
の
「
商
籍
」
を
取
得
す
る
か
、
「
入
籍
」
(
山
籍
)

に
よ
っ
て
居
留
地
に
新
た
な
戸
籍
を
得
る
方
法
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
入
籍
」
に
は
そ
の
地
に
目
土
と
墳
墓
を
購
入
し
て
か
ら
二
ト
年
以
上
経
過

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
徽
州
商
人
が
現
地
で
土
地
を
購
入
す
る
例
が
多
い

理
由
も
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
康
照
六
年
(
一
六
六
七
)
の
江
蘇
省

と
安
徽
省
の
分
離
後
も
「
商
給
」
設
置
の
要
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
事
例
と
し
て
、
彩
豚
か
ら
杭
州
に
移
住
し
た
迂
氏
や
蘇
州
に
移
住
し
た
潜

氏
と
江
氏
を
翠
げ
、
科
翠
受
験
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
も
そ
の
土
地
で
の
信
用

と
権
威
を
高
め
、
官
僚
と
な
る
こ
と
で
商
人
に
有
利
な
政
策
を
賓
現
さ
せ
る

」

こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
。

第
二
章
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
徽
州
商
人
の
活
動
を

活
骨
局
し
て
い
る
。
明
代
中
期
以
降
、
尚
人
集
圏
(
尚
封
印
)
が
形
成
さ
れ
て
き

た
。
嘗
初
は
、
山
西
・
険
西
商
人
が
一
歩
抜
き
ん
で
て
い
た
が
、
高
暦
年
間

に
飴
っ
た
騨
引
を
消
化
す
る
た
め
の
「
綱
法
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、
徽
州
商

人
が
販
責
権
を
濁
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
優
位
性
を
確
保
し
、
そ
れ

で
得
た
富
を
他
の
事
業
に
投
資
し
て
庚
範
な
分
野
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
彼
等
の
扱
う
商
品
が
者
修
品
で
は
な
く
、
生
活
必
需
品
で
あ
っ

た
こ
と
、
客
尚
が
坐
買
を
粂
ね
て
お
り
、
蹄
布
業
へ
の
投
資
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
、
彼
等
の
外
地
へ
の
移
住
と
定
住
化
を
促
進
し
た
と
い
う
。
徽
州
商
人

の
活
動
は
ほ
ぼ
全
固
に
亘
っ
て
い
た
が
、
そ
の
主
要
な
活
動
領
域
は
長
江
の

中
・
下
流
地
域
で
あ
り
、
糧
食
・
茶
・
木
材
・
綿
布
・
絹
織
物
・
典
首
業
な

ど
の
各
種
の
業
種
で
活
動
し
た
。
徽
州
商
人
の
資
本
と
経
営
方
式
は
個
人
の

蓄
積
し
た
資
本
に
よ
る
「
濁
資
」
、
数
人
の
共
同
出
資
に
よ
る
「
合
資
」
、
資

金
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
他
人
に
出
資
を
依
頼
し
て
利
盆
・
損
失
を
分
捨

す
る
「
商
伏
」
ま
た
は
「
領
本
」
に
大
別
さ
れ
る
。
資
金
を
借
り
入
れ
る
場

合
に
は
捨
保
や
信
用
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
土
地
な
ど
の
不
動
産
を
捨
保
に

す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
従
業
員
に
は
経
管
者
か
ら
経
管
を
委
託
さ
れ
た
代

理
人
、
経
M

宮
者
を
補
佐
す
る
副
手
、
各
庖
舗
の
仕
入
れ
販
責
の
捨
常
者
で
あ

る
掌
計
、
庖
員
で
あ
る
庖
伏
・
雇
工
が
あ
っ
た
。
庖
員
に
は
族
人
や
同
郷
の

も
の
及
び
家
僕
や
佃
僕
が
選
ば
れ
、
徽
州
商
人
は
経
管
の
た
め
に
も
同
族
関

係
の
掻
大
強
化
を
計
っ
て
い
た
o

族
譜
の
編
纂
も
租
先
や
組
地
を
同
じ
く
す

る
と
い
う
自
己
同
一
性
と
商
業
活
動
に
必
要
な
情
報
収
集
の
た
め
の
、
不
ツ
ト

ワ
l
ク
作
り
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
宗
族
関
係
の
強
化
も
内
向
き

で
は
な
く
、
外
に
向
か
っ
て
擦
大
す
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
乾
隆
末
年

十

「
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以
降
、
徽
州
商
人
の
活
動
の
記
述
は
減
少
す
る
が
、
そ
れ
は
車
な
る
衰
微
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
客
商
地
に
定
住
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
徽
州

商
人
の
衰
微
は
従
来
盤
業
の
衰
退
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
他
の

事
業
で
は
そ
れ
程
の
急
激
な
愛
化
は
な
か
っ
た
。
清
代
中
期
以
降
、
地
域
市

場
圏
の
自
立
化
に
伴
っ
て
遠
隔
地
商
業
の
利
潤
が
低
下
し
た
た
め
に
、
江
南

デ
ル
タ
地
帯
や
漢
口
に
定
住
し
て
牙
行
も
粂
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
業
人
冒

館
の
増
加
も
業
務
内
容
の
特
殊
化
と
同
業
者
間
の
ネ
ァ
ト
ワ
l
ク
の
強
化
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
徽
州
商
人
の
定
住
は
そ
の
履
歴
か
ら
徽
州
の
名
を
消

す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
徽
州
出
身
と
い
う
繋
が
り
は
そ
の
後
も
存
績
し
た
。

第
一
二
章
は
、
抗
氏
の
族
譜
を
基
に
し
て
、
六
世
紀
以
降
、
民
国
期
ま
で
の

移
住
と
商
業
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。
迂
氏
の
賓
質
的
な
起
黙
は
陪
末
に
唐

か
ら
越
園
公
に
封
じ
ら
れ
た
迂
華
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
記
述
に
は
創
作
が

多
い
が
、
も
と
も
と
江
南
に
居
住
し
て
い
た
越
人
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

以
下
、
多
く
の
託
氏
の
族
譜
に
よ
っ
て
移
動
状
況
と
商
業
活
動
を
描
い
て
い

る
。
移
動
の
全
般
的
な
状
況
か
ら
見
る
と
、
南
宋
末
、
明
末
清
初
、
太
平
天

凶
期
に
移
住
が
行
わ
れ
、
明
代
以
前
に
は
隣
接
す
る
地
域
へ
の
移
住
が
見
ら

れ
る
の
に
謝
し
て
、
明
代
以
降
に
は
商
業
の
全
図
的
規
模
で
の
設
展
を
背
景

に
長
江
下
流
域
へ
の
移
住
が
多
い
と
い
う
。

第
三
部
は
、
金
銭
の
貸
借
行
潟
と
し
て
の
「
典
」
「
首
」
と
、
徽
州
商
人

に
と
っ
て
盤
業
に
つ
ぐ
業
種
で
あ
っ
た
典
首
業
の
事
例
を
徽
州
文
書
か
ら
抽

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
金
銭
の
貸
借
を
示
す
語
に
は
「
典
・
嘗
・
質
・
押
」

等
が
あ
る
が
、
「
質
・
押
」
は
「
典
・
常
」
に
比
べ
て
期
限
が
短
く
利
率
が

高
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
「
典
」
と
「
賞
」
は
元
々
は
同
義
で
あ
る

が
、
「
典
」
が
土
地
の
責
買
と
同
じ
く
契
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
に
到
し

て
、
「
嘗
」
は
課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
遣
い
が
あ
る
。
一
般
的
に
利
率
は
月

743 

」

一
二
%
以
内
と
な
っ
て
い
た
が
、
清
代
の
蘇
州
の
碑
文
か
ら
は
、
貸
附
金
額
が

多
い
ほ
ど
利
率
が
下
が
る
傾
向
が
讃
み
と
れ
る
。
「
典
」
の
場
合
に
は
「
絶

責
」
と
異
な
っ
て
、
回
蹟
が
許
さ
れ
た
。
明
代
の
典
契
に
は
債
権
者
が
捨
保

物
件
を
使
用
す
る
た
め
に
利
息
は
な
い
例
が
多
く
、
典
契
は
必
ず
し
も
金
銭

を
目
的
に
し
な
い
場
合
に
行
わ
れ
る
。
清
代
の
典
契
の
捨
保
物
件
は
す
べ
て

田
で
あ
り
、
小
作
地
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
明
代
の
首
契
は
典
、
契
と
同
じ

く
権
保
物
件
が
ほ
と
ん
ど
小
作
地
で
あ
り
、
利
息
は
二
%
で
回
蹟
期
聞
が
最

長
四
十
年
の
も
の
が
あ
る
。
清
・
民
岡
期
の
首
契
は
税
糧
納
入
と
い
う
理
由

の
も
の
が
多
く
、
捨
保
物
件
は
田
皮
の
場
合
が
多
い
。
通
貨
は
乾
隆
年
閉
ま

で
は
銀
雨
が
多
い
が
、
時
代
が
下
る
に
連
れ
て
銭
文
及
び
洋
銀
が
増
加
す
る
。

利
率
を
定
め
た
も
の
は
少
な
い
が
、
上
地
の
場
合
に
は
債
務
者
が
政
租
し
て

債
権
者
に
収
め
る
か
、
家
屋
の
場
合
に
は
債
権
者
が
居
住
す
る
例
が
多
い
。

「
典
」
は
期
限
が
来
て
も
回
噴
さ
れ
な
い
場
合
に
は
債
権
者
が
債
務
者
に

「
技
債
」
を
支
掠
っ
て
「
絶
責
」
と
な
る
が
、
「
蛍
」
で
は
土
地
債
格
内
で

の
「
加
憤
」
が
可
能
で
あ
り
、
同
購
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
捨

保
物
件
を
設
定
し
な
い
「
借
約
」
で
は
利
息
に
言
及
し
な
い
例
が
多
く
、
雨

者
間
に
密
接
な
人
間
関
係
が
想
定
で
き
る
と
す
る
。

第
五
章
は
、
典
賞
業
を
管
ん
で
い
た
程
氏
の
、
康
照
三
十
五
年
か
ら
四
十

五
年
ま
で
の
資
産
内
容
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
文
書
は
業

務
帳
簿
で
は
な
く
、
家
産
分
割
後
の
各
人
の
利
盆
配
分
の
確
認
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
康
照
三
十
五
年
分
と
三
十
六
年
分
と
比
較
す
る
と
、
総
額

十
一
蔦
雨
の
資
本
額
(
本
銀
)
か
ら
母
親
の
載
詩
人
・
娘
娘
・
偉
(
椀

樹
ワ
)
三
人
の
取
り
分
を
除
い
た
残
額
を
公
股
と
五
房
で
六
等
分
し
た
一
蔦

八
千
雨
絵
り
が
提
示
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
白
健
が
生
活
費
と
な
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
金
利
を
生
活
費
と
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。
次
に
、
康

十
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照
三
十
六
年
の
線
牧
入
と
同
年
各
の
棚
卸
し
(
盤
存
各
本
)
及
び
三
十
七
年

か
ら
二
一
十
九
年
ま
で
の
線
牧
入
を
比
較
し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、

程
氏
は
徳
記
典
・
恒
升
典
・
恒
大
典
・
恒
盛
典
・
恒
茂
典
、
の
五
庖
を
経
管
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
全
岨
胞
の
収
入
か
ら
支
出
の
項
目
を
差
し
引

い
た
金
額
は
康
照
二
一
十
六
年
は
同
額
で
あ
る
が
、
三
十
七
年
以
降
は
各
房
の

存
本
額
に
謄
じ
て
配
分
額
が
同
町
長
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
年
後
の
康
照
四

十
四
年
に
は
以
前
に
は
控
除
さ
れ
て
い
た
載
帝
人
・
椀
樹
・
挟
娘
の
資
産
も

五
房
で
分
配
さ
れ
て
い
る
が
、
五
典
の
経
管
自
鐙
が
分
割
さ
れ
て
い
る
様
子

は
見
ら
れ
な
い
と
す
る
。

第
二
一
部
は
族
諮
・
継
承
・
家
産
分
割
の
面
か
ら
家
族
・
宗
族
関
係
を
検
討

し
て
い
る
。
第
六
章
は
、
宗
族
の
援
大
化
の
様
相
と
し
て
徽
州
の
族
譜
編
纂

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
徽
州
に
は
『
新
安
大
族
志
』
『
新
安
名
族
志
』
『
休
寧

名
族
志
』
と
い
う
一
二
種
の
名
族
志
が
存
在
し
、
こ
れ
は
他
地
域
で
は
見
ら
れ

な
い
特
徴
で
あ
る
。
「
曾
通
譜
」
(
通
譜
)
と
い
わ
れ
る
掻
大
型
の
族
譜
の
中

か
ら
、
徽
州
の
十
七
姓
の
分
布
と
来
際
を
検
議
し
て
い
る
。
徽
州
へ
の
移
住

は
、
陪
代
以
前
に
は
官
僚
と
し
て
振
遣
さ
れ
た
者
や
戦
乱
の
た
め
に
避
難
し

て
き
た
と
す
る
者
が
多
い
が
、
陪
代
以
前
か
ら
居
住
し
て
い
た
姓
氏
は
非
漢

族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
十
七
姓
の
族
譜
の
編
纂
状
況
を
現
存

す
る
族
譜
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
次
に
宗
族
の
掻
大
組
織
化
が
人
々
の
悌
教

に
封
す
る
意
識
に
奥
え
た
影
響
を
四
件
の
文
書
か
ら
考
察
す
る
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
、
寺
院
へ
の
寄
附
行
局
が
仰
教
に
封
す
る
信
仰
と
い
う
よ
り
は
先
祖

の
善
行
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
子
孫
と
し
て
の
義
務
感
か
ら
愛
し
て
お
り
、
備

教
に
封
す
る
信
仰
が
後
退
し
て
い
る
と
い
う
。
次
に
欽
豚
・
祁
門
豚
と
呉
豚

の
廟
や
悌
教
寺
院
・
逗
観
な
ど
の
宗
教
施
設
を
釘
比
し
て
、
宗
数
施
設
へ
の

寄
進
は
唐
宋
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
明
清
時
代
に
は
修
復
が
主
な
も
の

」

で
あ
っ
た
と
し
て
、
宗
法
と
宗
族
観
念
の
浸
透
が
寺
院
へ
の
家
産
の
寄
進
に

抑
制
的
に
働
い
た
と
す
る
。

第
七
章
は
賓
子
が
い
な
い
場
合
に
組
先
祭
記
や
家
産
の
承
繕
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
、
徽
州
文
書
に
基
づ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
著
者

は
承
継
を
「
宗
」
の
継
承
だ
け
で
は
な
く
、
「
入
賛
」
「
責
身
」
「
麿
主
・
麿

役
」
文
書
等
の
壮
曾
的
・
身
分
的
関
係
を
示
す
も
の
も
含
め
て
検
討
し
て
い

る
。
最
初
に
「
明
律
」
を
始
め
と
す
る
法
律
上
の
規
定
が
近
代
ま
で
「
嫡
長

子
主
義
」
の
原
則
を
愛
え
な
か
っ
た
が
、
民
間
に
は
浸
透
せ
ず
、
嫡
子
・
庶

子
を
恒
別
し
な
い
均
分
相
績
が
行
わ
れ
て
い
た
。
承
継
文
書
は
多
く
が
兄
弟

の
男
子
を
纏
承
者
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
高
暦
年
間
の
「
遺
陽
書
」
に
は

養
子
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
弟
の
次
男
を
縫
嗣
と
し
た
例
を
奉
げ
て
、

兄
弟
の
子
が
継
嗣
と
な
っ
て
家
主
性
を
譲
り
受
け
る
の
は
賞
然
だ
と
す
る
観
念

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
異
姓
の
も
の
が
養
子
に
な
っ
て
も
改
姓
し
な

い
例
や
地
僕
を
女
婿
に
迎
え
た
が
、
亡
く
な
っ
た
た
め
に
別
に
女
婿
を
迎
え

て
家
主
停
を
縫
承
さ
せ
よ
う
と
し
た
例
を
奉
げ
、
縫
承
が
現
一
貫
に
は
家
主
停
の
縫

承
と
共
に
傍
役
負
捨
や
老
後
の
生
活
保
障
を
目
的
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
。
次
に
「
入
費
」
に
よ
っ
て
主
人
へ
の
懸
役
リ
我
務
が
生
じ
た
例
を
検
討

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
?
げ
人
書
は
従
来
、
佃
僕
の
来
源
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た

が
、
著
者
は
仰
僕
は
主
家
の
鉱
労
役
義
務
を
果
た
せ
ば
よ
く
、
人
格
の
拘
束
を

一
以
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
「
責
身
」
文
書
は
他
姓
の
も
の
が
承
継
者
と

な
る
場
合
に
代
債
が
支
携
わ
れ
て
い
る
貼
が
相
違
す
る
だ
け
で
、
内
得
的
に

は
継
承
と
同
じ
だ
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
「
婚
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
子
を
貰
る
行
矯
を
正
首
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
賓
質
的
に
は
盤
労
働
力
を

得
る
た
め
の
便
法
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第
八
章
は
、
徽
州
文
書
の
中
の
家
産
分
割
文
書
に
よ
っ
て
、
家
産
相
績
の

十
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あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
家
産
分
割
文
書
は
「
闘
童
H

」
「
標
書
」
「
分

室
目
」
等
と
言
わ
れ
る
が
、
家
産
内
容
に
は
、
商
業
活
動
に
よ
る
庖
舗
・
資
本

の
他
、
国
土
・
茶
園
・
植
林
等
が
含
ま
れ
る
。
次
に
家
産
分
割
文
書
の
作
成

者
と
そ
の
稗
由
が
検
討
さ
れ
、
兄
弟
で
商
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
は
家

産
が
分
割
さ
れ
ず
に
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
る
例
が
多

い
。
一
般
的
に
一
定
以
卜
の
家
産
が
存
在
す
る
こ
と
が
家
産
分
割
の
前
提
に

な
っ
て
お
り
、
世
代
交
代
と
人
口
増
加
に
件
、
っ
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
策
と
し
て

の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
家
産
に
は
不
動
産
や
動
産

が
含
ま
れ
る
が
、
田
土
が
含
ま
れ
な
い
例
は
少
な
い
。
分
割
さ
れ
な
い
家
主
性

に
は
「
存
衆
」
と
稽
さ
れ
る
墳
墓
・
嗣
田
・
家
一
刺
や
房
屋
・
庖
鋪
・
資
本
な

ど
が
あ
る
。
商
業
活
動
に
よ
る
庖
舗
や
資
本
は
分
割
さ
れ
な
い
で
利
盆
を
分

割
す
る
例
が
多
か
っ
た
。
分
割
は
均
分
が
原
別
で
あ
る
が
、
個
人
の
努
力
に

よ
っ
て
取
得
分
を
多
く
す
る
例
や
、
逆
に
賭
博
に
よ
っ
て
浪
費
し
た
場
合
に

は
そ
の
分
を
控
除
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
組
先
祭
記
の
費
用
は
す
べ
て
の
子

孫
が
市
下
等
に
参
加
す
る
権
利
が
あ
っ
た
。

本
書
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
徽
学
研
究
が
徽
州
耐
舎
の
内
部
か
ら
徽
州

商
人
の
活
動
や
宗
族
形
成
・
地
域
壮
舎
の
あ
り
方
を
捉
え
る
傾
向
が
強
か
っ

た
の
に
釘
し
て
、
徽
州
商
人
の
活
動
を
他
地
域
へ
の
宗
族
の
掻
大
設
展
の
動

き
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
第
三
章
の
終
わ
り
で
、

注
氏
の
活
動
を
「
液
際
」
に
険
え
、
「
力
を
加
え
な
け
れ
ば
そ
れ
は
動
か
な

い
が
、
一
定
の
力
が
加
わ
れ
ば
そ
れ
は
流
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の
『
液

樫
』
は
そ
れ
特
有
の
密
度
や
色
彩
を
も
ち
他
と
混
じ
り
合
い
つ
つ
濁
自
の
世

界
を
も
っ
」
(
百
四
十
六
頁
)
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
著

者
は
そ
れ
を
宗
族
H
ネ
y
ト
ワ

1
ク
論
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
徽
州
商
人

の
活
動
が
族
的
・
郷
黛
的
紐
帯
や
「
郷
族
」
集
圏
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て

745 

」

支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
肢
に
藤
井
宏
氏
や
薄
衣
凌
氏
に
よ
っ
て
も
指
摘

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
は
そ
れ
が
「
資
本
主
義
萌
芽
論
」
と
の

(
2
)
 

関
連
で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
著
者
は
宗
族
が
情
報
牧

集
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
。
い
わ
ば
、

宗
族
と
い
う
古
い
草
袋
に
情
報
、
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
新
し
い
酒
を
盛
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
捌
拭
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
よ
う
。
乾
隆

末
年
以
降
の
徽
州
商
人
の
衰
退
と
い
う
定
説
に
封
し
で
も
、
徽
州
の
宗
族
が

外
に
向
か
っ
て
援
大
し
、
客
商
地
に
定
住
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
り
、
徽
州

出
身
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
説
も
説

得
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
論
詮
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
幾
つ
か
の
疑
問
貼
が
存
在
す
る
。
以
下
、
許
者
の
感
想
を
述
べ
て

み
た
い
。

第
一
結
は
、
著
者
の
時
代
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
は
明
清
時
代
の
徽

州
商
人
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
宗
族
の
起
源
や
移
動
を
も
封
象
と
し
て
い

る
た
め
に
非
常
に
長
い
ス
パ
ン
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
宗
族
形
成
史
的
に
は
、

四
世
紀
以
降
の
北
方
か
ら
の
漢
族
の
移
住
と
越
人
の
漢
族
化
、
陪
末
の
迂
華

の
挙
兵
と
唐
へ
の
服
属
に
始
ま
っ
て
、
唐
末
や
元
末
明
初
期
の
大
量
移
住
、

明
代
中
期
以
降
の
商
工
業
の
愛
達
に
件
、
つ
外
地
へ
の
進
出
、
乾
隆
末
年
以
降

の
各
地
へ
の
定
住
化
と
い
っ
た
各
時
代
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
提
示
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
従
来
か
ら
多
少
と
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
り
、
新
味
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
三
章
は
迂
氏
の
移

動
を
扱
っ
た
も
の
で
、
二
十
種
類
近
く
の
族
譜
が
参
照
さ
れ
て
迂
氏
の
移
動

が
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
徽
向
学
研
究
に
も
族
譜
は
多
用
さ
れ
て

き
た
が
、
徽
州
内
部
の
族
譜
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
他
地
域
の
族
譜
が
使

わ
れ
る
こ
と
は
絵
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
黙
は
著
者
の
創
見
と
言
え
よ
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ぅ
。
た
だ
、
著
者
の
参
照
し
た
族
譜
は
多
く
は
清
代
か
ら
民
園
年
間
に
編
纂

さ
れ
た
も
の
|
|
所
蔵
機
関
と
刊
行
年
代
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
ー
ー
の
よ

う
で
あ
り
、
移
住
地
に
定
住
し
て
い
っ
た
分
支
が
そ
の
地
で
二
次
的
な
宗
族

の
再
編
の
結
果
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
組
地
で
あ
る
徽
州
と
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
の
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
形
で
定
住
地
で
の
宗
族
形
成
が
行
わ
れ
た
の
か
を
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
示
嗣
の
建
設
や
義
荘
の
設
置
に
も

鰯
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
清
末
の
義
荘
は
そ
れ
以
前
と
は
か
な
り
異
な
っ
た

(
3
)
 

背
景
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
徽
州
尚
人
の
定
住
化
は
事

賓
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
調
自
の
宗
族
形
成
に
は
か
な
り
長
期
に
亘
る
時
間
が

必
要
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
説
明
か
ら
は
移
住
の
具
樫
的
な

様
相
や
迂
氏
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
地
域
で
の
「
名
士
と
し
て
の
地
位
を

得
、
信
用
と
権
威
を
高
め
る
目
的
」
(
六
十
五
頁
)
を
達
成
し
て
い
っ
た
の

か
、
絵
り
且
ハ
樫
的
な
像
が
浮
か
ば
な
い
。
筆
者
に
は
潜
世
恩
の
第
四
子
で
あ

(
4
)
 

る
曾
珪
を
中
心
に
し
て
太
平
天
図
期
の
蘇
州
枇
舎
を
描
い
た
論
文
が
あ
る
。

潜
氏
と
通
婚
閥
係
に
あ
っ
た
蘇
州
呉
趨
坊
の
迂
氏
に
つ
い
て
は
『
呉
趨
迂
氏

支
譜
』
(
光
緒
二
十
三
年
刊
)
を
慕
に
簡
略
な
記
遮
が
な
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
ど
の
よ
う
な
商
業
活
動
と
宗
族
形
成
に
よ
っ
て
清
末
ま
で
そ
の
枇
合
的

な
地
位
を
維
持
し
て
い
っ
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
蘇
州
の
こ
の
二
つ
の

宗
族
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
だ
け
で
も
清
代
の
徽
州
商
人
の
末
育
た
ち
を
描
く
に
は

十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
の
描
く
宗
族
像
は
古
代
か
ら
近

代
ま
で
自
明

R
つ
平
板
な
存
在
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
宗
族
H

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
論
は
興
味
深
い
論
黙
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
人
々
に
と

っ
て
宗
族
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
、
よ
り
具
程
的
な
説

(
5
)
 

明
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

」

第
二
蛤
は
第
一
黙
と
も
関
連
す
る
が
、
資
料
(
史
料
)
操
作
上
の
方
法
論

で
あ
る
。
著
者
が
内
外
の
公
刊
及
び
未
公
刊
の
多
く
の
資
料
に
日
を
通
し
て

そ
れ
を
分
類
整
理
し
て
い
る
の
は
賛
嘆
に
値
す
る
。
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
が
族
譜
と
徽
州
文
書
で
あ
る
。
一
度
で
も
族
諸
に
目
を
通
し
た
こ
と
の

あ
る
人
な
ら
ば
、
そ
の
分
量
の
膨
大
さ
に
比
べ
て
「
使
え
る
」
部
分
の
少
な

さ
に
唖
然
と
し
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
、
総
数
二

十
高
件
以
上
と
い
う
徽
州
文
書
の
す
べ
て
に
目
を
通
す
こ
と
は
現
時
黙
で
も

不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
雨
者
が
有
用
な
資
料
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

同
時
に
内
容
的
に
は
書
二
的
で
平
板
と
も
言
え
る
。
例
え
ば
、
徽
州
文
書
の

中
で
も
多
く
を
占
め
る
土
地
契
約
文
書
な
ど
は
そ
の
形
式
的
な
部
分
か
ら
時

代
や
地
域
的
な
差
遣
を
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
特
定
の
内
容
の
も
の
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
そ
の
最
大
公
約

数
的
な
特
徴
を
指
摘
す
る
と
い
う
手
段
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た

方
法
に
異
議
を
唱
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
呆
た
し
て
そ
れ
で
各
時
代
の
特

徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
第
八
章
の
家
主
芹
分
割

文
書
で
は
、
中
圏
一
吐
命
日
科
向
学
院
歴
史
研
究
所
所
戒
|
|
『
徽
州
千
年
契
約
『
リ
人

主
回
』
所
収
|
|
の
百
七
件
、
中
園
枇
合
同
科
向
学
院
経
済
研
究
所
所
裁
の
百
二
十

六
件
及
び
北
京
大
皐
園
書
館
善
本
部
所
蔵
の
六
件
の
文
書
を
資
料
と
し
て
い

る
。
時
代
的
に
は
元
代
泰
定
二
年
(
一
三
二
瓦
)
か
ら
民
圏
三
十
七
年
(
一

九
四
九
)
迄
の
六
百
年
以
上
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
分
量
的
に
も
一
葉

の
み
の
も
の
か
ら
簿
問
形
式
の
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
。
{
水
産
分
割
と
い
う

慣
行
向
髄
は
時
代
的
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
愛
化
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
飴
り
に
も
長
す
ぎ
る
ス
パ
ン
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
著

者
の
紹
介
し
て
い
る
資
料
の
中
か
ら
も
時
代
的
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
は
可

能
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
著
者
が
行
論
の
中
で
も
鰯
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
商
業
活
動
の
記
載
や
資
産
と
し
て
の
庖
舗
や
資
金

が
含
ま
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
徽
州
商
人
の
資
産
形
成
の
経

過
を
分
析
し
、
尚
業
資
本
と
土
地
所
有
及
び
族
主
性
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
で

き
れ
ば
、
徽
州
尚
人
の
歴
史
的
位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

承
継
を
釘
象
と
し
た
第
七
章
も
洪
武
元
年
(
一
一
一
一
六
八
)
か
ら
民
図
二
年

(
一
九
二
二
)
ま
で
の
六
十
三
件
の
文
書
が
分
析
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
字
数
は
入
賛
・
責
身
・
懸
主
文
書
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文

書
は
従
来
か
ら
佃
僕
(
庄
僕
)
制
の
研
究
で
分
析
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

筆
者
も
行
論
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
入
賛
・
婚
姻
や
住
居
の
提
供

は
佃
僕
制
維
持
の
た
め
の
有
力
な
手
段
で
あ
っ
た
。
形
式
的
に
は
承
継
の
形

態
に
類
似
す
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
身
分
制
に
関
わ
る
文
書
を
一
般
的

な
承
継
の
事
例
と
し
て
一
緒
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
義
男
と
い
う
名
稀
に

も
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
身
分
制
の
維
持
の
た
め
に
擬
制
的
な
家
族
制
度

が
援
用
さ
れ
る
の
は
古
く
か
ら
あ
り
得
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
承

継
の
日
的
に
労
働
力
の
確
保
と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
こ
れ
も
伯
僕
制
の
大
き
な
要
素
で
あ
り
、
身
分
制
に
関
わ
る
議
論
が
混

入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
な
承
継
と
い
う
制
度
の
概
念
が
暖
昧
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

許
者
な
ど
も
徽
州
文
書
に
接
す
る
と
、
先
ず
讃
解
以
前
の
文
字
の
判
護
や

地
名
等
の
固
有
名
詞
・
特
殊
な
用
語
の
意
味
の
段
階
で
戸
惑
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
評
者
に
格
別
の
方
法
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
方

法
と
し
て
は
徽
州
文
書
同
士
で
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
第
二
部
の
典
嘗
及
ぴ
典
常
業
を
扱
っ
た
部
分
は
、
本
格
的
な
研
究

の
少
な
か
っ
た
分
野
で
あ
り
貴
重
な
成
果
と
言
え
る
。
し
か
し
、
第
五
章
の

747 

」

事
例
研
究
は
費
や
さ
れ
た
頁
に
比
べ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
賓
は
少
な
い

の
で
は
な
い
か
。
五
章
か
ら
讃
み
と
れ
る
の
は
、
程
氏
が
各
地
(
?
)
に
五

つ
の
典
蛍
舗
を
所
有
し
て
お
り
、
総
額
で
ト
一
高
雨
に
も
な
る
こ
と
、
家
産

分
割
後
十
年
間
は
そ
の
総
額
の
三
人
へ
の
分
輿
を
除
い
た
資
金
額
を
五
房
の

族
人
が
分
配
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
丈
書
は
著
者
が

一
言
、
つ
よ
う
に
家
主
庄
分
割
闘
係
文
書
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
鼎
か
ら

見
る
と
第
八
章
で
利
用
し
て
い
る
資
料
の
中
に
同
じ
典
首
業
を
営
ん
で
い
た

例
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
『
徽
州
千
年
契
約

文
書
』
宋
元
明
編
巻
八
に
取
録
さ
れ
た
「
崇
禎
二
年
程
虚
字
立
分
童
日
」
は
、

安
慶
府
・
黄
州
府
等
の
安
徽
か
ら
湖
北
一
帯
で
典
嘗
業
を
枇
営
ん
で
い
た
一
族

の
文
書
で
あ
る
し
、
同
清
民
園
編
中
恋
人
「
乾
隆
十
六
年
黄
俄
等
立
闘
分
合

同
」
も
蘇
州
や
松
江
で
「
兆
隆
典
」
と
「
兆
抽
出
典
」
と
い
う
典
舗
を
経
営
し

て
い
た
一
族
の
事
例
で
あ
る
。
前
者
は
総
額
で
二
寓
三
千
雨
徐
り
、
後
者
は

一
寓
五
千
爾
徐
り
で
、
程
氏
の
事
例
は
そ
れ
よ
り
も
格
段
に
多
い
。
そ
れ
ら

の
文
書
と
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
こ
の
事
例
の
位
置
づ
け
も
明
瞭
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
帳
簿
上
の
明
細
に
は
、
第
四
ヰ
早
で
扱

っ
た
典
蛍
に
よ
る
牧
入
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
一
般

的
な
慣
行
と
し
て
の
典
首
と
商
責
と
し
て
の
典
首
業
が
こ
こ
で
は
か
な
り
リ

ン
ク
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
帳
簿
の
内
容
分
析
に
は
最
近

進
助
ら
れ
て
い
る
華
商
研
究
の
研
究
成
果
も
庭
用
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
黙
で
も
徽
州
文
書
の
分
析
の
方
法
論
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い

と
言
え
る
。
筆
者
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
徽
州
文
書
の
分
析
を
進
め

て
い
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
気
の
つ
い
た
黙
を
い
く
つ
か
奉
げ
て
お
き
た
い
。
百
一
二
十
頁
に
は

「
休
寧
際
繋
陽
」
「
武
道
際
昆
陵
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
る
が
、
「
家
陽
」
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昆
陵
」
は
そ
れ
ぞ
れ
休
寧
牒
と
武
進
牒
の
古
名
で
あ
る
の
で
、
石
川
部
陽

(
休
寧
牒
)
」
と
で
も
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
百
九
十
二
頁
に

引
用
す
る
蛍
契
は
劉
森
氏
の
論
文
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は

『
明
清
徽
州
資
料
叢
編
』
第
一
集
(
中
園
枇
合
科
学
出
版
枇
一
九
八
八
)

第
六
類
「
数
豚
程
其
章
典
同
契
約
」
(
棄
正
五
年
三
百
九
十
九
頁
)
と
同

じ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
に
は
安
徽
省
博
物
館
所
蔵
の
文
書
が
状
録
さ

れ
て
い
る
が
、
第
六
類
典
世
田
地
契
に
は
三
十
九
件
、
第
十
六
類
典
屋
契
に

は
三
十
四
件
の
文
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
筆
者
は
容
易
に
参
照
で
き
る
こ
れ

ら
の
文
書
を
ど
う
し
て
検
討
の
封
象
に
含
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
百

二
十
九
頁
で
は
「
娘
捜
」
を
父
母
の
姉
妹
と
し
て
い
る
が
、
主
人
の
死
後
も

家
族
と
同
居
し
て
手
首
を
受
け
取
っ
て
い
る
女
性
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

娘
太
太
(
妾
)
と
と
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。
三
百
八
十
六
頁
に
引
用
す

る
「
族
衆
謀
所
以
修
葺
家
廟
、
以
安
先
室
者
」
の
「
先
室
」
は
「
先
霊
」
で

は
な
い
か
。
家
廟
に
把
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば

E
玉
虫
」
の
ほ
う
が
ふ

さ
わ
し
い
。

最
近
の
徽
向
学
研
究
は
王
振
忠
氏
の
著
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

の
歴
史
研
究
の
枠
を
越
え
て
、
民
衆
文
化
史
研
究
の
領
域
ま
で
撮
大
し
つ
つ

あ
る
。
著
者
の
研
究
へ
の
要
望
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
評
者
に
そ
の
ま
ま
跳
ね
返

っ
て
く
る
こ
と
で
も
あ
り
、
内
心
世
慌
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
筆
者
の
研
究

と
斯
撃
の
円
本
で
の
研
究
の
進
展
を
祈
念
し
て
、
こ
の
拙
い
書
評
を
終
え
る

こ
と
に
し
た
い
。
最
後
に
、
植
を
失
し
た
部
分
や
誤
解
が
あ
る
と
す
れ
ば
筆

者
並
び
に
讃
者
の
海
容
を
願
い
た
い
。

キ
+
占(

1
)
 
中
島
町
楽
章
『
明
代
郷
村
の
紛
争
と
秩
序
』
(
汲
士
門
書
院

O 
O 

」

二
年
)
、
熊
遠
報
『
清
代
徽
州
地
域
枇
合
研
究
』
(
汲
士
門
書
院

O
一一一年
l
)

(
2
)

藤
井
宏
「
新
安
商
人
の
研
究
」
(
「
東
洋
皐
報
」
第
三
十
六
一
競

ー
四
競
一
九
五
三
・
五
四
年
)
、
停
衣
凌
『
明
清
時
代
商
人
及

商
業
資
本
』
(
人
民
間
版
壮
一
九
五
六
年
)
参
照
。

(
3
)

蘇
州
潜
氏
の
「
松
鱗
義
荘
」
に
つ
い
て
は
山
名
弘
史
氏
の
論
文
が

あ
り
、
清
末
の
義
荘
が
太
平
天
国
後
の
土
地
所
有
権
を
回
復
す
る
こ

と
と
地
主
の
牧
租
を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
「
清
小
木
江
南
の
義
荘
に
つ
い
て
」
(
「
東
洋
風
ナ
報
」

第
六
十
二
審
一
・
二
競
一
九
八
O
年
)
参
照
。

(
4
)

「
太
平
天
国
期
に
お
け
る
蘇
州
紳
士
と
地
方
政
治
」
(
中
園
|
|

一
吐
舎
と
文
化
|
|
」
四
競
一
九
八
九
年
)

(
5
)
唐
米
時
代
の
徽
州
の
宗
族
形
成
を
分
析
し
た
最
近
の
研
究
に
は
、

山
根
直
生
「
唐
宋
聞
の
徽
州
に
お
け
る
同
族
結
合
の
諸
形
態
」
(
「
歴

史
的
学
研
究
」
八

O
四

二

O
O
五
年
)
が
あ
る
。

(
6
)

山
岡
由
佳
『
長
崎
華
商
経
営
の
史
的
研
究
|
|
近
代
中
園
商
人
の

経
営
と
帳
簿
」
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
九
五
年
)
、
屡
赤
陽
『
長

崎
華
尚
と
束
ア
ジ
ア
交
易
圏
の
形
成
』
(
汲
古
書
院
二

0
0
0年
)

生
文
参
照
。

(
7
)
王
振
忠
『
徽
州
枇
合
文
化
史
探
微
|
|
新
愛
現
的

M

m
世
紀
民

間
棺
案
文
書
研
究
』
(
上
海
枇
舎
科
目
学
院
山
版
杭
二

0
0
二
年
)

二
O
O
五
年
二
月
東
京
汲
古
書
院

一
一
一
十
五
二
二
十
二
五
頁
一

0
0
0
0園 O 

A
五
判

十

「
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